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　△の面積は，△の面積の


倍であり，

△の面積は，正方形の面積の


倍であるから，

△の面積は，正方形の面積の


倍である。

　よって，三角すい‐の体積は，

四角すい‐の体積の


倍であるので，
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 

　次に，△の面積を求める。

　の中点をとすると，

　　＝ 

　頂点から正方形に垂線を引き，

その交点をとすると

四角形が正方形だから　＝である。
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　三角すい‐の体積は，


△なので

　　
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＝ 

　よって，　＝   



　点を通り線分に垂直な直線を引き，

線分との交点を，辺との交点をとする。

　△と△において

より，平行線の同位角は等しいので，

　　  …①，

　　…②

　，  より，  

　また，  だから，同位角が等しいため，

である。

　平行線の同位角は等しいから，

　　　…③

　②，③から，＝＝  …④

　①，④より，…⑤

　　　　　　　  …⑥

　は共通…⑦

　⑤，⑥，⑦より

△と△は直角三角形の斜辺と

１つの鋭角がそれぞれ等しいため，△△

　よって，…⑧

　また，四角形は４つの角が等しいため，

長方形である。

　よって…⑨

　⑧，⑨より，である。

　点の座標は ，，点の座標は ， である。
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